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研究成果の概要（和文）：多文化空間に生きる越境者集団における共同性再構築のメカニズムを、地域間比較のもと、
チベット難民、中国系カナダ人、タイ北部の雲南系ムスリム、カザフ人帰還者の諸事例を人類学的・歴史学的視点から
実証的に分析した。その結果、越境者の共同性再構築には、越境者ネットワーク、無私/慈悲の精神にもとづく個人や
宗教者のリーダーシップの存在、ホスト社会との政策を最大限活用する共生の戦略、祝祭と宗教実践をとおした「伝統
」の主張などが重要な道筋となることが明らかにされた。また、あらたな地域空間の創出を理解する上で、「下からの
共生」という視点が重要となることが提起された。

研究成果の概要（英文）：The mechanisms of remaking connectedness among migrant populations who are today 
living in a multicultural landscape were analyzed from a comparative viewpoint based on cultural 
anthropological field research conducted among Tibetan refugees in Toronto, Chinese immigrants in 
Vancouver, Yunnanese Muslims in the Thai-Myanmar borderland, and the Kazakh returnees. As a result, it 
was revealed that certain factors, such as the establishment of a network among immigrants, the existence 
of secular or religious individuals who take initiative with selfless spirit, a symbiotic strategy of 
making the best use of the policies and measures of host societies, and the manifestation of traditional 
cultural heritage through festivals and religious practices, play key roles in the remaking of 
connectedness among them. Furthermore, it is suggested that a perspective of “bottom-up coexistence” is 
essentially important in understanding the process of remaking connectedness.
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１．研究開始当初の背景 
（1）1990年代以降のポスト・ソビエト地域
における文化復興運動、あるいは世界の先住
民における文化の再活性化運動は、近代化が
グローバル市民というアイデンティティさ
えも作り出すとした西洋中心主義のグロー
バル化の理論に対する強い反証であった。グ
ローバル化が進む今日、それぞれの社会にお
いて伝統の連続性が顕著に認められ
（Yamada & Irimoto 2011）、ローカルな集
団の存続にとって、独自の文化、社会、価値
観の構築は見逃すことができない。 
 
（2）また、移民、出稼ぎ、難民といった、
移動を契機とし異なる社会での定住を選択
する/せざるを得ないといった、人々の流動化
がますます進む現状がある。マージナルな地
位を引き受けざるを得ない移住集団は、圧倒
的な他者であるマジョリティからの「同化」
の圧力（脅威）のもと「個」の独自性が危機
に瀕する中で、表層的には「同化」の様相を
示しながらも、完全なる同化への道には至ら
ず、ホスト社会との共生を図りながら「個」
としての独自性を失わないために、共同性再
構築を模索するのが認められる。 
 
（3）移動を契機とする多文化空間における
共同性再構築・維持は、国家の枠組みや地
域・歴史性によりその様態が大きく異なる。
したがって、さまざまな理由により越境を選
択し、多文化空間に暮らす難民、移民、離散
者などにおけるローカルな共同性の再構
築・維持・展開は、地域間比較により共通性
と多様性を解明する必要がある。 
 
２．研究の目的 
（1）グローバル化に逆行する形で生成され
る地域共同体が、いかなる有機的連繋と自立
性によって維持・展開されるのかを解明する
という全体構想のもと、多文化空間に生きる
越境者集団の地域間比較により、ローカルな
共同性の再構築・維持・展開の動態を解明す
ることを目的とする。 
 
（2）具体的には、カナダのトロント在住チ
ベット難民、北米西海岸の中国移民、カザフ
スタン共和国に帰還、またはモンゴル国など
に滞留中のカザフ人ディアスポラ、タイ国北
部の雲南系ムスリム社会を比較対象の事例
とし、自己と他者との境界性、越境者の歴史
性、ホスト社会との共存・共生戦略、コミュ
ニティ内におけるリーダーシップなどの点
から、共同性再構築・維持に不可欠な越境者
の生きるローカルな政治的、文化的、社会的
文脈とその独自性を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
（1）カナダ・トロントのチベット人コミュ
ニティ、カナダ・バンクーバーの中国移民、
カザフスタン共和国・モンゴル国のカザフ人

ディアスポラ、タイ北部の雲南系ムスリム社
会を対象とするフィールド調査の実施、研究
会の開催により調査研究を実施する。 
 
（2）フィールド調査は広域調査と集中調査
からなり、共同性再構築の過程、宗教施設の
建設や宗教・文化活動、歴史文化の具体的な
あり方、故地などとの宗教的・民族的連繋、
ホスト社会との共生戦略など、越境者におけ
る共同性再構築の動態について実証的デー
タを収集し、整理、解析を行う。 
 
（3）フィールド調査における研究方法は、
参与観察・聞き取り、デジタルカメラ、IC レ
コーダーなどの機器によるフィールドデー
タの収集・記録、アーカイブなどの文献資料
情報の収集からなり、情報データの整理、解
析を行う。 
 
４．研究成果 
(1) ①平成 24 年度には、トロント在住チベ
ット難民、カナダ太平洋岸在住の中国移民、
カザフスタンに帰還したカザフ人ディアス
ポラ、台湾の宗教組織によるタイ北部中国系
移民支援を対象とし、伝統の維持と共同性の
維持･再構築に関する集中的フィールド調査
を実施した。また、第 111 回アメリカ人類学
協会年次大会（平成 24 年 11 月 14-18 日、サ
ンフランシスコ）において、分科会「Regime 
Change and Border Crossings in Modern 
Asia: Transnational Politics, Religion 
and Social Spaces」を開き、越境、トラン
スナショナル、共同性という観点からレビュ
ーを受けた。②平成 25 年度には、トロント
在住チベット難民、バンクーバーの中国移民
を対象とする調査を継続するとともに、カザ
フスタン、モンゴルにおけるカザフ人ディア
スポラ、タイ国チェンマイにおける中国系ム
スリムコミュニティにおける共同性再構築
に関する調査を実施した。③平成 26 年度に
は、ラダックで開催されたダライ・ラマによ
るカーラ・チャクラ儀礼、バンクーバーにお
ける中国移民、カザフスタン北東部を中心に、
「帰還」カザフ人を対象とする補足調査を実
施し、それぞれの社会における共同性再構築
の実態を解析した。3 年間の研究成果のまと
めとして、平成 26 年 12 月 5 日～7 日には、
CIAS 共同利用・共同研究プロジェクト「移動
と宗教実践―地域社会の動態に関する比較
研究」、国立民族学博物館との共催により、
国際ワークショップ「Migration and the 
Remaking of Ethnic/ Micro-Regional 
Connectedness」を開催し、多文化空間に生
きる越境者の共同性再構築にみる共通性と
個別性が討論された。 
 
(2) トロント在住チベット人における調査
研究からは以下のことが明らかにされた。①
カナダ定住開始からカナダ市民権獲得、チベ
ット・カナダ文化センター（Tibetan Canadian 



Cultural Center, TCCC）開設への過程は共
同性再構築の取り組みそのものであること、
②この過程において汎チベット人意識、アイ
デンティティの核となるダライ・ラマの存在
とともに、慈悲の精神でリーダーシップを発
揮する人材の存在が無視できないこと、③共
同性再構築の過程は、1971 年の多文化主義政
策の採択から 1982 年憲法法律と 1982 年権利
及び自由の憲章の制定、1988 年のカナダ多文
化主義法の成立へと展開するカナダ政府の
多文化主義政策とも無関係ではなく、これに
より公認される独自文化主張の枠組みを最
大限活用したホスト社会との共生戦略その
ものであることである。 
 
 (3) カナダ、バンクーバーにおいて、2000
年以降急激に発展している中国系住民の多
様な歴史保存運動の調査研究からは、以下の
ことが明らかにされた。①歴史保存運動は単
なる出身コミュニティの保護ではなく、白人
至上主義の根深い遺制を持つカナダ社会で
のマイノリティとしての立ち位置の確立、次
世代への歴史の継承という意図があったこ
と、②彼らの活動の源流は 1971 年のカナダ
政府の多文化主義政策の採択以前の 1960 年
代のチャイナタウン開発撤去に反対する市
民闘争に遡るが、1990 年代に多文化主義政策
がアジア系移民の言語文化活動を振興する
方向に転換したことからより活性化したこ
と、③移民やマイノリティ集団の政治的社会
的エンパワーメントとアイデンティティ構
築・継承手段の一つとして、彼ら自身の主導
する歴史掘り起こし運動が存在することで
ある。 
 
(4) 在外カザフ人およびカザフスタンへの
「帰還者」の共同性再構築の調査研究からは、
次のことが明らかにされた。①ソ連解体後の
グローバル化の進展はナショナリズムに沿
った移動を促進したこと、②しかし、ナショ
ナリズムを背景とした移動において、同一民
族内の共同性は充分に機能せず、よりミクロ
な地域社会における共同性の再構築が不可
欠であったこと、③移住後の地域社会におい
ては、「帰還」カザフ人は、地元のカザフ人
から差異化（時には差別）されながら、儀礼・
祝祭・食に関する地域的特徴の保持により内
部の共同性を担保するとともに、⑤ホストの
カザフ人に対しては、再活性化した祝祭やイ
スラーム実践への積極的関与をとおして、
「カザフの伝統」の継承者であることを主張
し、社会的地位を確立したこと、⑥祝祭と宗
教実践をとおした「伝統」の主張が、移住者
とホストのカザフ人との共同性再構築にお
いて重要な道筋となるという点である。 
 
(5) 北タイ国境の華人社会、とくに雲南系
ムスリム社会を取り上げた調査研究からは、
彼らが、①19世紀末から現代までの約 100 年
間における中国、ビルマとタイをまたぐマク

ロな政治的経済的変動の中で、自立的かつ可
変的にネットワークを作り変えながら生き
抜いてきたこと、②北タイ国境地域に数多く
の難民村を形成し安住の地を確保するのみ
ならず、③脱難民化を模索する過程で、異な
る民族と共生関係を作り宗教復興に力を注
いできたこがを明らかにされた。このような
彼らの戦略を「下からの共生」と捉える視点
が示され、あらたな地域空間の形成における
モデルになりうることが提起された。 
 
(6) これらの事例研究の比較検討により、
共同性構築においてリーダーシップをとれ
る人材の重要性、宗教的連帯、祭りや儀礼実
践、歴史的記憶などが重要なファクターとな
るという共通性が明らかになった。一方、チ
ベット難民における宗教的指導者のカリス
マ性、カナダ中国移民の事例にみる中国移民
とカナダ先住民との文化歴史交流が広がり
つつあるという文化歴史保存活動の新たな
展開や、カザフ人ディアスポラの共同性再構
築における地域的相違など、共同性再構築の
多様な展開が明らかにされた。 
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